
 

地域交流 

Elationships with The Neighboring Area 

 

 

つながりあう 

活動報告 
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▪
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト 

 

こ
の
度
、
当
施
設
で
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
施
設
か
ら

の
お
知
ら
せ
や
日
々
の
活
動
の
様
子
な
ど
を
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ア
カ
ウ
ン
ト
名
で
の
検
索

（m
k
e
ifu

1
9

5
4

）
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

カ
メ
ラ
で
左
のQ

R

コ
ー
ド
を
ス
キ
ャ
ン
し
て
い

た
だ
き
、
ご
観
覧
・
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
た
だ
け

ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。 

※
ご
利
用
者
の
写
真
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は

『
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
広
報
誌
等
へ
の
写
真
の
使

用
に
係
る
同
意
書
』
に
同
意
承
諾
さ
れ
て
い
る
方

の
み
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
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風のたより 季
刊 
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季
刊 風のたより 

W I n d ’s L e t t e r Vol.9 

▪
生
活
向
上
委
員
会 

 

ご
利
用
者
の
処
遇
・
生
活
環
境
の
向

上
を
目
的
と
し
た
委
員
会
活
動
に
よ
り

フ
ロ
ア
別
に
点
検
と
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
安
全
配
慮
や
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
等
の
観
点
か
ら
、
左
記
の
物
品

の
導
入
と
新
調
を
進
め
ま
し
た
。 

 

【
新
規
導
入
】
共
用
ス
ペ
ー
ス
の
扉
用
ゆ
び

は
さ
み
ス
ト
ッ
パ
ー/

食
品
整
理
用
ラ
ッ
ク/

居
室
窓
用
の
目
隠
し
シ
ー
ト/

食
堂
窓
用
の

遮
光
シ
ー
ト/

外
出
用
の
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ

ー
・
日
傘/

浴
槽
台
ス
テ
ッ
プ 

等 

【
新
調
】
介
護
用
品
（
共
用
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ

ア
・
入
浴
介
助
用
ブ
ー
ツ
） 

・
そ
の
他
備

品
（
汚
物
処
理
用
ホ
ー
ス
）/

食
事
提
供
用

物
品
（
や
か
ん
）/

日
用
品
（
コ
ー
ド
レ
ス

掃
除
機
） 

等 
  

又
、
日
常
の
清
掃
で
は
清
掃
し
き
れ

な
い
浴
室
・
脱
衣
場
の
汚
れ
に
つ
い
て

専
門
業
者
に
特
殊
清
掃
を
依
頼
、
１
１

月
に
実
施
し
、
入
浴
環
境
の
美
化
を
す

す
め
ま
し
た
。 

風 の 

ひ と 
Person Introduction 

生活支援員 

生活支援員は、ご利用者の最も身近

なところでかかわり寄り添う大切な存

在でありその人のもっている才能や行

動の価値や「その人らしさ」を発見し

受けとめる存在でもあります。 

目黒恵風寮の生活支援員の平均勤続

年数は約 16 年で、世代や経験年数の

人数には偏りもなくバランスのいい構

成となっています。施設実習を経て入

職にいたった方や異業種からの転職者

も多く活躍しており、さまざまな経験

や視点をもったスタッフが協働しなが

ら長くゆるやかに働くことは、ご利用

者のみなさまへのきめ細やかな支援や

安心できる暮らしの場につながってい

るのではないかとおもいます。 

どんな場所であれ、誰がそばにいる

かで日々の生活はあたたかくもさみし

くもなります。ご利用者一人ひとりの

切れ目のない支援ニーズをみさだめる

中で、他愛のないやりとりや時に刺激

に富んだハプニングにも一緒にすった

もんだりしながらも、今日もご利用者

のそばにいるスタッフの姿がありま

す。 

 

▪

駒
場
東
邦
中
学
校
・
高
等
学
校│

筑
波
大
学
付
属
中
学
校
・
高
等
学
校 

目
黒
恵
風
寮
周
辺
、
法
人
構
内
の
清
掃
活
動
を
お
こ
な
っ 

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

▪
地
域
住
民
の
皆
様│

目
黒
区
住
区
住
民
会
議
青
少
年
部│

殿
山
園 

風
の
ガ
ー
デ
ン
こ
ま
ば
の
畑
と
花
壇
の
整
備
・
維
持
に 

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

▪
上
目
黒
氷
川
神
社 

例
大
祭│

駒
場
東
大
前
商
店
街 

８
月
２
４
日(

日)

に
例
大
祭
の
休
憩
所
と
し
て
法
人
構
内 

を
地
域
に
開
放
し
ま
し
た
。
ご
利
用
者
数
名
も
間
近
に 

御
神
輿
を
見
ら
れ
、
心
お
ど
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

▪
日
本
舞
踏
教
室
東
路
流│

青
壽
会│

東
山
三
丁
目
自
治
会 

 

駒
場
学
園
高
等
学
校│

日
本
女
子
体
育
大
学
二
階
堂
高
等
学
校 

９
月
６
日(

土)

開
催
の
夏
ま
つ
り
で
、
盆
踊
り
や
太
鼓
、 

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
ど
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
し
た
。 

 

地域の方が声をかけて

くださり記念撮影。 

 

地域住民のボランティア

の方による園芸活動。 

Follow 

me! 



 

日中活動にご本人の希望をとりいれる中で、

あるとき、どんな塗り絵をしたいかご利用者に

尋ねると、T さんは「のりものがいい」と答え

てくれました。つづけて A さんに問いかけてみ

ると「それは支援員が決めるものでしょ！」と

ご立腹されてしまい、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お楽しみ食堂 Happy Meal 
共同調理部の厨房に「焼く・蒸す・煮る・炒める・

炊く・揚げる」の調理をすることができる万能調理

機器【スチームコンベクション】を導入しました。

ご利用者の食の好みをふまえたイベント『お楽しみ

食堂』でもメニューの幅がひろがり、6 月には中華

定食、11 月には喫茶店風献立をふるまい、音楽を

流した雰囲気づくりや食べ方の食前のデモンストレ

ーションなど気配りをしつつ、楽しんでいただきま

した。（森田│栄養士） 

暮
ら
し
の   

音 
─

─

よ
り
豊
か
で
心
地
よ
い
も
の
。 

 

「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
」 

５
月
末
に
一
泊
二
日
で
東
京
デ

ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
に
行
き
ま
し
た
。

ア
ラ
ジ
ン
の
空
飛
ぶ
絨
毯
の
乗
り

も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
写
真
撮
影
、

シ
ョ
ー
や
宿
泊
ホ
テ
ル
の
窓
辺
か

ら
み
た
花
火
な
ど
、
ぞ
ん
ぶ
ん
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ふ
だ
ん
食
の
細
い
方
が
お
い
し

そ
う
に
カ
レ
ー
を
す
す
ん
で
召
し

上
が
る
姿
を
は
じ
め
、
み
な
さ
ん

笑
顔
と
楽
し
そ
う
な
ご
よ
う
す
で

思
い
出
に
残
る
外
出
と
な
り
ま
し

た
。
（ 

中
島
・
佐
藤 

） 
 

Seasonal Event 

事業所企画のイベントをご紹介します。 

風のラジオ便 The Wind’s Radio 
「ご利用者の気分転換や余暇の充実のためにアイデアはないかな？」

──コロナ渦にスタッフの思いとひらめきから生まれたオリジナルの

不定期イベント＜風のラジオ便＞。ご利用者や職員のリクエスト曲を

流し、パーソナリティーを務める支援員の温かみのある声とウィット

に富んだ話を届けています。（1/23・5/20・8/20・12/15 実施） 

寮祭 Dormitory Festival 

5/16(金)に実施した「寮祭」ではカラオケやミニゲーム、ポップコー

ンメーカーを使ったフレーバーを選べるポップコーンやミニお好み焼

きなどを提供しました。カラオケではディスコボールが光るムーディ

ーな雰囲気で、熱唱される方や照れながらも嬉々とした表情を浮かべ

る方など、十人十色でした。 

 

MEGUROKEIFURYO 

STAFF PRESENTS 

ご利用者のみなさんの意気
揚々とした姿をみることが
できるのも魅力のひとつ！ 

「待っているだけじゃダメ。実際に聞きに行かんと…！」とフロアに 
足をはこんでラジオテーマについて調査したり、電車にゆられながら 
「 （うんん…）」と構想を練る支援員 W さん。ときにご利用者や 
スタッフもゲスト参加してしゃべったり歌ったりと、一聴の価値あり！ 

 

clothing, food, and housing  

── Path of the Wind 

 

夏まつり Summer Festival 

 

 

「
本
屋
に
行
き
た
い
！
」 

７
月
の
午
後
、
天
候
は
大
雨
あ
り
の
不
安
定
な
お
天
気
で
し

た
が
、
以
前
か
ら
ご
要
望
が
あ
り
Ｋ
さ
ん
の
昔
の
思
い
出
話
の

場
所
で
も
あ
っ
た
玉
川
高
島
屋
の
紀
伊
國
屋
書
店
へ
車
で
行
き

ま
し
た
。 

Ｋ
さ
ん
は
書
店
に
着
く
と
、
広
い
ス
ペ
ー
ス
と
本
の
多
さ
に

ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
で
、
お
目
当
て
の
も
の
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
機
会
が
あ
れ
ば
買
い
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

手
塚
治
虫
の
『
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
』
の
第
二
巻
の
単
行
本
や

恐
竜
の
図
鑑
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
ご
満
悦
の
ご
様
子

で
し
た
。
次
は
秋
葉
原
に
行
き
た
い
そ
う
で
す
。
（ 

佐
々
木  

） 
 

毎年恒例のハロウィン

イベントでは、みんな

でワイワイとプチ仮装

を楽しみました！ 

11 月、目黒若葉寮におじゃま

し、花畑班と製菓班のご利用

者数名でレモン狩りを楽しみ

ました。 

「あ！爪綺麗ですね、かわいいん」 

「これ？支援員 S さんにしてもらったの」 

あるときからご利用者の爪にネイルを見かける

ようになり、それはご家族やスタッフ等と会話

が生まれるきっかけやご利用者の照れくさそう

だけど誇らしげな表情、「ちょっぴりハッピ

ー！」な気分にも繋がっているようでした。お

おげさではないけれど気持ちがほんのすこし前

向きになれたり、ふと目にするたび生活の雑音

からひととき気をそらせたりすることができる

ネイルは、支援員の気配りからはじまり、指先

に宿る小さな魔法のようにきらりと光っていま

す。 
01 

01 

02 

02 

「
カ
ラ
オ
ケ
と
買
い
物
」 

１
０
月
、
カ
ラ
オ
ケ
と
買
い
物
を
希
望

さ
れ
て
い
た
方
々
と
三
軒
茶
屋
に
行
き
ま

し
た
。 

カ
ラ
オ
ケ
で
は
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
や

錦
野
あ
き
ら
や
和
田
ア
キ
子
、
五
木
ひ
ろ

し
や
『
瀬
戸
の
花
嫁
』
等
、
み
な
さ
ん
そ

れ
ぞ
れ
お
好
き
な
曲
を
楽
し
み
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
以
外
に
も
マ
ッ
ク
や
西
友
で
の

買
い
物
な
ど
た
く
さ
ん
歩
き
、
楽
し
め
た

ご
よ
う
す
で
し
た
。
（
久
保 

） 
 

03 

03 
Lemon Picking

Happy 

毎年恒例のハロウィ
ンミニイベントでは

仮装したスタッフが
各フロアをまわり、
ご利用者とワイワイ

ともにプチ仮装を楽
しんでいます！ 

Halloween ハロウィン 

 

 

そばにいて一緒に過ごしているうちに、その

ひとの「いつも」がわかってきます。「いつ

も」がわかると、そのひとのスタイルやリズ

ム、仕草や身ぶりにあらわれる変化や困りご

と、生きている道筋が少しずつみえてきま

す。ただ、たとえ言葉や身をもって語ってい

るものがあったとしても、こちら側にそれを

受けとめる素地がなければそれは色を失いま

す。ご利用者の「いつも」に目をむけると

き、こちらの「いつも」の態度や姿勢が問わ

れていることにふと気づきます。 

何気ない会話をしながら並んで歩いたり、と

きにはジレンマや失敗やじぶんの内に冷たさ

を感じたり、泥くさくすったもんだしたり、

それでも、ふとした瞬間に笑い合えていたり

──暮らしの風音は、生活がわたしたちに問

いかけている根源的なメッセージそのものと

して、ご利用者とスタッフが過ごす姿のうち

にそっと息づいています。 

 「N ちゃんみたいにしたい！」 

好きな支援員と同じ髪色にした

いという思いをきっかけに、今

ではタブレット端末を使いつつ

自分で好きなヘアカラー選ぶ M

さん。「明るいし、次は赤色が

いいかなっておもって」と、な

りたい自分にウキウキする姿が

ありました。 

採れたレモンは砂糖漬けやパウンドケーキな

どお菓子づくりに活かし、ご利用者のおやつ

タイムでもおいしく召し上がっていただきま

した。 

9/6(土)に合同夏まつ
り（目黒恵風寮/あゆ
み園/白寿荘/駒場苑）
を開催しました。盆踊
りや模擬店等があり、
ご利用者や保護者のみ
なさま、他施設や地域
の大人からこどもたち
まで、笑顔あふれるひ
とときとなりました。 


